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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
心筋を伸展すると,細胞膜イオンチャネルの働きが変化することが知られているが,本研究では,モル
モット心から酵素処理によって得られた単離心室筋細胞で,細胞膜伸展による電流変化を記録し,解析し
ている｡ まず,遅延整流K電流は低張液中細胞膨張では,振幅が増大し,逆に高張液細胞縮小で振幅が
減少した｡Na/Kポンプ電流も同様な反応を示した｡低張液中細胞膨張で,一部の細胞でCl電流が活性
化するのが認められた｡そこで遅延整流K電流の変化についてさらに詳細を検討した｡細胞の膨張の程
度と電流振幅増大にはほぼ直線的な関係が認められた｡細胞内液の注入によって,最大活性化時の電流振
幅がほぼ倍増する｡ この際,膜脱分極による電流の活性化の時定数や活性化の程度などチャネルの電位依
存性開閉機構に顕著な変化を認めることはできない｡さらに,細胞内骨格修飾剤のこの反対に対する影響
を調べたが,明らかな効果を認めることができなかった｡ これらの所見は膜伸展によって,脱分極で活性
化しうるチャネルの総数が増加することを示唆する｡
以上の研究は心筋細胞膜伸展によるイオンチャネル活動の変化のメカニズム解明に重要な知見をもたら
すもので,心臓の生理学に新たな展開をもたらすものである｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成8年12月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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